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Evaluation of Stress Management in Type-A Personality and Type-nonA Personality 
Chikafumi SHOSHI1, Kumi HIMEDA2 and Kuniko YOSHIMURA2 
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概要
音楽にヒトの心を和らげる効果，即ち，リラクゼーション効果があることは古くか ら知られている1)．今回我々は Type-A
とType-nonAの行動傾向に被験者を分類した後に， 音楽を 中心として香り・照明 ・体位等により リラ ックス環境やス ト
レス環境をつくり ，手掌体温や血中 catecholamine値，脳波 （特に a波）の変化を比較検討した．
Type-A被験者の手掌温度はリラックス環境かストレス環境よりも有意に温く， また，a波の頭皮上分布はリラックス
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身共に健康な成人15名 （男性 2名・女性13名） とした．























お，脳波は日本光電製の脳波計 EEG-4317と kissei 
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図 2 血中アドレナリン濃度の変化












































各環境下で Type・A被験者と Type-nonA被験者の血中 ドー
パ ミンi農度を比較したが有意な差はなかった．
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/3波（脳波）の変化
各環境下で j3波の頭皮上分布の比較では， Type-A被験者も Type-nonA被験者も有意な差はなかった．
景を察するにとても興味深いものであった．
ところで，従米，脳波の変化については，通常，後
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